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博
物
館
と
学
校
が
子
ど
も
た
ち
の
学
び
を
応
援
！

　「
仁
風
閣
」
は
、
明
治
40
年
に
皇
太
子
（
の
ち

の
大
正
天
皇
）の
宿
舎
と
し
て
建た

て
ら
れ
ま
し
た
。

当
時
の
高
度
な
建け

ん
ち
く築
技ぎ
じ
ゅ
つ術
を
た
く
さ
ん
見
る
こ
と

が
で
き
る
美
し
い
建
物
で
す
。
鳥
取
県
で
最
初
に

電で
ん
と
う灯
が
と
も
さ
れ
た
の
も
仁
風
閣
で
、
鳥
取
の
文

明
開
化
の
シ
ン
ボ
ル

と
言
わ
れ
ま
す
。
今

は
国
の
重

じ
ゅ
う
よ
う要
文ぶ
ん
か
ざ
い

化
財

に
な
っ
て
い
る
こ
の

建
物
を
ぜ
ひ
ご
覧
く

だ
さ
い
。

明治40年の仁風閣。皇太
子自身が撮影したと伝え
られている。

鳥
取
の
文ぶ

ん
め
い明
開か

い
か化
の
シ
ン
ボ
ル
！

国
指
定
重
要
文
化
財 

仁
風
閣
・
宝
扇
庵

　
か
つ
て
因
幡
国
庁
が
お
か
れ
た
地
、
国
府
町

の
歴
史
・
文
化
を
紹
介
す
る
施
設
で
す
。
岡お

か
ま
す益

の
石い

し
ど
う堂
や
梶か
じ
や
ま山
古こ
ふ
ん墳
な
ど
、
全
国
的
に
も
め

ず
ら
し
い
遺
跡
な
ど
を
復
元
展
示
し
て
い
る
ほ

か
、
万
葉
集
最
後
の
歌
を
こ
の
地
で
詠
ん
だ

大お
お
と
も
の
や
か
も
ち

伴
家
持
を
紹
介
す
る
「
家や
か
も
ち持
ホ
ー
ル
」
や

麒き
り
ん麟
獅じ

し子
舞ま
い
を
紹
介
す
る

「
民み

ん
ぞ
く俗
展て
ん
じ
し
つ

示
室
」、
万
葉

植
物
が
き
れ
い
な
「
万ま

ん
よ
う葉

と
神し

ん
わ話
の
庭に
わ

」
な
ど
、
見

ど
こ
ろ
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　
青
谷
上
寺
地
遺
跡
展
示
館
の
常
設
展
示
室
は
「
弥

生
時
代
の
衣
・
食
・
住
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
資
料
・

パ
ネ
ル
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。「
衣
」
で
は
勾ま
が
玉た
ま
な
ど

の
装
飾
品
・
糸
や
布
を
作
る
た
め
の
道
具
、「
食
」
で

は
本
物
の
貝
塚
に
、
漁
・
狩
り・
農
業
の
道
具
・
土
器
、

「
住
」
で
は
建
築
部
材
や
工
具
、「
交
流・祭さ
い
し祀・争
い
」

で
は
弥
生
人
の
生
活
に
根
付
い
て
い
た
祭
祀
の
道
具

や
舟
、
人
骨
を
展
示
し
、
弥
生
人

の
生
活
を
感
じ
て
い
た
だ
け
る
内
容

と
な
っ
て
い
ま
す
。
青
谷
弥
生
人
の

技
術
の
高
さ
・
造
形
の
美
し
さ
を
感

じ
て
く
だ
さ
い
。

　
青
谷
町
の
青
谷
海
岸
や
井い

で手
ヶ
浜は
ま
は
、歩
く
と

「
ク
ッ
ク
ッ
ク
ッ
」
と
音
が
鳴
る
鳴
り
砂
の
浜
で

す
。
あ
お
や
郷
土
館
の
常
設
展
示
「
山
陰
海
岸

ジ
オ
パ
ー
ク
コ
ー
ナ
ー
」
の一角
に
は
、
こ
れ
ら

の
浜
を
含
む
全
国
15
ヶ
所
の
鳴
り
砂
と
12
ヶ
所

の
鳴
ら
な
い
砂
を
展
示
し
て
い
ま
す
。
顕
微
鏡

で
拡か

く
だ
い大
し
て
、

砂
の
形
や
色

な
ど
を
比
べ
る

こ
と
が
で
き

ま
す
よ
！

　「
咳せ

き

を
し
て
も
ひ
と
り
」
と
い
う
俳は
い
く句
で
有

名
で
す
ね
。
俳
句
は
普
通
五
七
五
の
17
文
字
で

表
し
ま
す
が
、
放
哉
は
、
決
ま
り
ご
と
に
と
ら

わ
れ
な
い
自じ

ゆ
う
り
つ

由
律
俳
句
を
多
く
詠
み
ま
し
た
。

　
東ひ

が
し
ぐ
ら蔵
は
、
放
哉
の
常
設
展
示
室
に
な
っ
て
お

り
、
放
哉
の
人
生
や
自
由
律
俳
句
に
つ
い
て
詳く

わ

し
く
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
放

哉
全
句
集
な
ど
貴き

ち
ょ
う重
な
本
も
自

由
に
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
よ
。

　
鳥
取
市
が
生
ん
だ
郷き
ょ
う
ど土
の
大
先

輩
に
触
れ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
常
設
展
示
室
は
令
和
3
年
、
石
器
時
代
〜

現
代
ま
で
を
通
史
で
紹
介
す
る
展
示
へ
と
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た
。
縄じ

ょ
う
も
ん
ど
き

文
土
器
や
勾ま
が
た
ま玉
、

埴は
に
わ輪
と
い
っ
た
考
古
遺
物
か
ら
、
豊と
よ
と
み臣
秀ひ
で
よ
し吉

の
古
文
書
、
水
害
時
に
使
用
す
る
た
め
の
舟
、

そ
し
て
鳥
取
市
出
身
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
の

マ
ラ
ソ
ン
シ
ュ
ー
ズ
ま
で
、
鳥
取
の
歴
史
を
実

物
資
料
と
と
も
に
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　
長
い
年
月
を
切
り
抜
け
て
私
た
ち
に
歴
史

を
伝
え
て
く
れ
る
資し

り
ょ
う料
の
も
つ
迫は
く
り
ょ
く力を
、
ぜ
ひ

感
じ
て
く
だ
さ
い
。

　
昔
か
ら
の
和
紙
の
つ
く
り
方
と
そ
の
道
具
、

現
在
の
和
紙
、
和
紙
の
未
来
の
可
能
性
な
ど
に

つ
い
て
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
中
央
に
は
、
青
谷
で
採
取
し
た
草
木
100
パ
ー

セ
ン
ト
素
材
で
作
っ
た
、
あ
お
や
和
紙
工
房
オ

リ
ジ
ナ
ル
の
紙
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

常設展示室
「古代の国府」

東蔵
放哉の常設展示室

山
やました

下佐
さ ち こ

知子選手
の着用シューズ
（個人蔵・鳥取市歴史
博物館寄託）

和紙はどんな植物から
できるのかな？

古
代
因
幡
と
万
葉
集
、

麒き
り
ん麟
獅じ

子し

に
触
れ
よ
う
！

弥
生
時
代
を
感
じ
て
み
よ
う
！

鳴な

り
砂す

な

を
顕け

ん
び
き
ょ
う

微
鏡
で

覗の
ぞ

い
て
み
よ
う
！

尾お

　
ざ
き崎
放ほ

う
さ
い哉
と
い
う
人
を

知
っ
て
い
ま
す
か
？

石
器
時
代
か
ら
現
代
ま
で
を

通
し
て
紹
介
！

和
紙
の
過
去
・
現
在
・
未
来

鳥
取
市
青
谷
上
寺
地
遺
跡
展
示
館

鳥
取
市
あ
お
や
郷
土
館

城
下
町
と
っ
と
り
交
流
館 

髙
砂
屋

鳥
取
市
歴
史
博
物
館 

や
ま
び
こ
館

鳥
取
市
あ
お
や
和
紙
工
房

常設展示
「鳴り砂コーナー」常設展示

「弥生人の衣・食・住」

鳥
取
市
因
幡
万
葉
歴
史
館

　

博
物
館
に
は
、夏
休
み
の
自
由
研

究
の
ヒ
ン
ト
が
い
っ
ぱ
い
！
展
示
を

見
る
、体
験
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
す
る
、

資
料
や
本
か
ら
調
べ
る
、相
談
す
る
、

な
ど
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
の
で
き
る

財
団
施
設
に
出
か
け
て
み
よ
う
！

ど
こ
ろ
な
の
で
す
。
だ
か
ら
、
と
て
も
見

ご
た
え
が
あ
っ
て
お
も
し
ろ
い
の
で
す
。

　

鳥
取
市
文
化
財
団
は
、
い
ろ
い
ろ
な

展
示
施
設
を
管
理
運
営
し
て
お
り
、
そ

れ
ぞ
れ
工
夫
を
こ
ら
し
た
お
も
し
ろ
い

常
設
展
が
あ
り
ま
す
。
鳥
取
市
の
魅
力

に
会
え
る
大
チ
ャ
ン
ス
！

　

隠
れ
た
穴
場
、
鳥
取
市
文
化
財
団
の

常
設
展
め
ぐ
り
を
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

み
な
さ
ん
は
、
博
物
館
の
常
設
展
を

見
に
行
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
？

　

期
間
限
定
の
企
画
展
や
特
別
展
、
イ

ベ
ン
ト
な
ど
は
、
開
催
さ
れ
る
日
時
に

合
わ
せ
て
チ
ラ
シ
な
ど
で
集
中
的
に
広

報
さ
れ
る
の
で
目
に
触
れ
る
こ
と
が
多

い
の
で
す
が
、
常
設
展
は
ほ
と
ん
ど

ニ
ュ
ー
ス
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。

で
も
、
実
は
、
博
物
館
や
施
設
が
時
間

を
か
け
て
作
っ
た
一
番
の
重
要
な
見
せ
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◎開館時間：9時～17時 ◎休館日：毎週月曜日（祝日の場合は開館）、祝日の翌平日、年末年始12/29～1/3 （鳥取市埋蔵文化財センターは非公開）

国指定重要文化財 仁風閣・宝扇庵
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TEL.0857-26-3595　FAX.0857-22-4699

鳥取市埋蔵文化財センター
〒680-0007 鳥取県鳥取市湯所町1丁目148-2
TEL.0857-22-0366　FAX.0857-21-6096

鳥取市因幡万葉歴史館
〒680-0146 鳥取県鳥取市国府町町屋726
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〒680-0015 鳥取県鳥取市上町88
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鳥取市あおや郷土館
〒689-0501 鳥取県鳥取市青谷町青谷2990-4
TEL・FAX.0857-85-2351

鳥取市青谷上寺地遺跡展示館
〒689-0501 鳥取県鳥取市青谷町青谷4064
TEL.0857-85-0841　FAX.0857-85-0844

鳥取市あおや和紙工房
〒689-0514 鳥取県鳥取市青谷町山根313
TEL.0857-86-6060　FAX.0857-86-6061

城下町とっとり交流館 髙砂屋
〒680-0046 鳥取県鳥取市元大工町1
TEL.0857-29-9024　FAX.0857-29-9039

鳥
取
の
魅
力
に
会
い
に
行
こ
う
！

鳥
取
の
魅
力
に
会
い
に
行
こ
う
！

　
「
自
由
研
究
」
を
ど
う
進
め
て
い
っ
た
ら
い
い
か

わ
か
ら
な
い
」
、「
テ
ー
マ
は
決
ま
っ
て
い
る
け
ど
、

何
を
調
べ
れ
ば
い
い
か
わ
か
ら
な
い
」
、そ
ん
な
お

悩
み
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
や
ま
び
こ
館
で
は
、8
月

6
日（
土
）に「
自
由
研
究
相
談
会
」を
開
催
し
ま
す
。

　

午
前
は
、先
史
時
代
（
縄
文
時
代
、弥
生
時
代
、

古
墳
時
代
）と
古
代
・
中
世
、午
後
は
近
世
〜
近
現

代
を
専
門
と
す
る
職
員
が
対
応
し
ま
す
。

　

自
由
研
究
の
進
め
方
や
、興
味
の
あ
る
テ
ー
マ

の
調
べ
方
な
ど
、ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

鳥 取 市
文 化 財 団 施 設

10
時
〜
12
時

午
前
の
部

14
時
〜
16
時

午
後
の
部

自
由
研
究
相
談
会

展覧会情報

鳥取市あおや郷土館
　

鳥
取
市
西
地
域
の
山
陰
海
岸
ジ
オ

パ
ー
ク
の
ジ
オ
サ
イ
ト
で
あ
る
水
尻
池

（
鳥
取
市
気
高
町
奥
沢
見
）
や
日
光
池

（
同
町
日
光
）、大
堤（
同
町
睦
逢
）に
つ
い
て
、写
真
や
資
料
を

展
示
し
て
そ
の
歴
史
を
紹
介
し
ま
す
。ま
た
、日
光
に
営
巣
す

る
コ
ウ
ノ
ト
リ
や
県
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
大

堤
の
ウ
グ
イ
突
き
な
ど
に
つ
い
て
も
紹
介
し
ま
す
。

コ
ウ
ノ
ト
リ
が
翔
ぶ
！？
お
池
に
ま
つ
わ
る

エ
ト
セ
ト
ラ 

―
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
鳥
取
市
西
地
域
編
―

７
月
９
日（
土
）〜
８
月
28
日（
日
）

第
2
展
示
室

無
料

会　

場

観 

覧 

料

鳥取市因幡万葉歴史館
　

国
府
町
岡
益
に
あ
る
不
思
議
な
形
を
し
た
謎
の
石
造
物〝
岡

益
の
石
堂
〞に
つ
い
て
、江
戸
時
代
の
記
録
や
、調
査
を
し
た

川
上
貞
夫
さ
ん
の
図
面
な
ど
を
パ
ネ
ル
で
展
示
し
ま
す
。

展
覧
会「
岡
益
の
石
堂
資
料
展
」

７
月
23
日（
土
）〜
９
月
４
日（
日
）

企
画
展
示
室

一
般 

３
０
０
円

高
校
生
以
下

65
歳
以
上
無
料

（
通
常
の
入
館
料
で
観
覧
で
き
ま
す
）

会　

場

観 

覧 

料

鳥取市あおや和紙工房
　

あ
お
や
和
紙
工
房
開
館
２０
周

年
を
記
念
し
、共
に
歩
ん
だ
地

元
青
谷
の
和
紙
工
芸
サ
ー
ク
ル
６
団
体（
青
谷
ち
ぎ
り
絵
教
室
、

い
な
ば
和
紙
折
り
紙
教
室
、ひ
お
き
夢
折
工
房
、和
紙
の
花
も
も

よ
草
・
と
っ
と
り
、さ
く
ら
押
し
花
ク
ラ
ブ
、あ
お
や
和
紙
工
房

友
の
会
）の
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

あ
お
や
和
紙
工
房
開
館
20
周
年
記
念
企
画
展

「
創
作
和
紙
工
芸
展
〜
青
谷
の
き
ら
め
き
〜
」

６
月
25
日（
土
）〜
８
月
28
日（
日
）

企
画
展
示
室

一
般 

３
０
０
円

高
校
生
以
下
無
料

会　

場

観 

覧 

料

国指定重要文化財  仁風閣・宝扇庵
　

鳥
取
県
東
部
地
区
の
県
立
特
別
支
援
学
校
の
生
徒
さ
ん
た
ち

が
制
作
を
し
た
様
々
な
作
品
を
合
同
で
展
示
し
ま
す
。

協
力
／
鳥
取
盲
学
校
、
鳥
取
聾
学
校
、
鳥
取
養
護
学
校
、
白
兎
養
護
学
校
、

　
　
　

鳥
取
県
教
育
委
員
会
事
務
局
特
別
支
援
教
育
課

鳥
取
県
立
特
別
支
援
学
校
4
校
合
同
作
品
展

7
月
2
日（
土
）〜
8
月
28
日（
日
）

会　

場

鳥取市歴史博物館 やまびこ館

つ

気高町日光のコウノトリ

岡益の石堂

松田道之『府県長
官銘々伝』より

京都油小路屋敷絵図
（鳥取県立博物館蔵）

鳥取市青谷上寺地遺跡展示館
　

青
谷
上
寺
地
遺
跡
で
花
弁
高
杯
が
出

土
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、弥
生
人
の
技
・

デ
ザ
イ
ン
を
パ
ネ
ル
で
紹
介
し
ま
す
。ま

た
、河
原
町
西
郷
地
区
に
工
房
を
構
え
る

現
代
の
木
地
師
・
藤
本
か
お
り
氏
が
花
弁

高
杯
を
モ
チ
ー
フ
に
し
て
制
作
し
た
作

品
を
展
示
し
ま
す
。

ロ
ビ
ー
展 

花
弁
高
杯 

〜
弥
生
と
今
の
、花
と
技
〜

７
月
16
日（
土
）〜
９
月
4
日（
日
）

観 

覧 

料

2
階
展
示
室

一
般 

1
5
０
円

高
校
生
以
下
・
65
歳
以
上
無
料

（
通
常
の
入
館
料
で
観
覧
で
き
ま
す
）

城下町とっとり交流館  髙砂屋
　

因
州
和
紙
と
あ
か
り
を
融
合
さ
せ
た

遊
楽
隣
工
房
の
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

ゆ
ら
り
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和
紙
あ
か
り
展

6
月
4
日（
土
）〜 

7
月
31
日（
日
）

会　

場

観 

覧 

料

西
蔵　
　
　
　
　

無
料

鳥
取
県
指
定
伝
統
工
芸
士
展

国
造
焼 

山
本
佳
靖
作
陶
展

8
月
6
日（
土
）〜 

9
月
4
日（
日
）

会　

場

観 

覧 

料

ロ
ビ
ー

無
料

　
「
国
造
焼
」山
本
佳
靖
氏
の
作
品
を
展
示

し
販
売
し
ま
す
。

会　

場

観 

覧 

料

西
蔵　
　
　
　
　

無
料

　

鳥
取
出
身
の
松
田
道
之
を
紹
介
す
る
展
覧
会
で
す
。松
田
は
天

保
10
年（
1
8
3
9
）に
生
ま
れ
、明
治
維
新
後
に
滋
賀
県
令
や

東
京
府
知
事
を
歴
任
し
た
人
物
で
す
。令
和
4
年（
2
0
2
2
）

は
、明
治
15
年（
1
8
8
2
）に
44
歳
で
亡
く
な
っ
て
か
ら
140
年
の

節
目
を
迎
え
ま
す
。そ
の
松
田
の
足
跡
を
た
ど
り
ま
す
。

企
画
展 

没
後
140
年 

鳥
取
が
生
ん
だ
名
知
事 
松
田
道
之

7
月
16
日（
土
）〜
8
月
28
日（
日
）

会　

場

観 

覧 

料

1
階
特
別
展
示
室

5
0
0
円
（
常
設
展
含
む
）

高
校
生
以
下
・
65
歳
以
上
無
料

　

江
戸
時
代
の
京
都
は
、江
戸
や
大
坂
と
と
も
に
三
都
の
ひ
と
つ

に
数
え
ら
れ
、鳥
取
藩
や
鳥
取
に
住
む
人
び
と
は
、様
々
な
形
で

京
都
と
つ
な
が
り
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。そ
の
実
像
を
鳥
取
に
関

す
る
資
料
は
も
と
よ
り
、金
沢
や
岡
山
、高
知
な
ど
、鳥
取
以
外

の
地
域
の
資
料
も
加
え
て
紹
介
し
ま
す
。

特
別
展 

江
戸
時
代
の
京
都
と
鳥
取

9
月
10
日（
土
）〜
10
月
16
日（
日
）

会　

場

観 

覧 

料

1
階
特
別
展
示
室

5
0
0
円
（
常
設
展
含
む
）

高
校
生
以
下
・
65
歳
以
上
無
料

和紙で作った花

8
月
６
日（
土
）

会
場
：
や
ま
び
こ
館「
ま
な
び
の
ひ
ろ
ば
」

やまびこ館「まなびのひろば」では調べ
たり、相談したりできるよ

※イベントは、感染防止のため参加者数を制限する場合があります。最新の情報は各施設に
お問合せくださるかHPをご覧ください。※展覧会は、基本的に予約不要です。

育美椀（工房このか 藤本かおり）
はぐくみわん

夏
休
み
自
由
研
究
の
ヒ
ン
ト迫力！鳥取市歴史博物館常設展示室

夏のcheck見ごたえあり！
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event information

夏休み

イベント
情報

地図づくり教室の様子

和本づくりの様子

クイズラリー

３館あおや

先着300
名

7月21日（木）～８月21日（日）
9：00～17：00

期 間

城下町とっとり交流館 髙砂屋　（0857）29-9024

和紙あかりづくり体験の様子

風鈴イメージ

和紙あかりづくり体験
日　時：7 月 30 日（土）
　　　　①10:00 ～  ②13:30 ～
対　象：小・中学生
　　　   ※小学生低学年は保護者同伴
定　員：各回 8名
参加費：1,000 円（材料代）

講　師：伊吹 春香さん（イラストレーター）
日　時：7 月 23 日（土）  ①10:00 ～ 12:00  ②13:00 ～ 15:00
定　員：各回 8名　　参加費：2,200 円

草木染め
（完成品）

制作例

制作例

制作例

鏡の
鋳造体験

制作例

鳥取市あおや和紙工房  （0857）86-6060

ちぎり絵体験

折り紙体験

講　師：小谷 美恵子さん （青谷ちぎり絵教室）
日　時：7 月 9日（土）  ①10:00 ～ ②13:30 ～
会　場：多目的ホール　　定　員：各回 10名
参加費：500 円

要予約

要予約

講　師：房安 寿美枝さん（いなば和紙折り紙教室）
日　時：7 月 10 日（日）  ①10:00 ～ ②13:30 ～
会　場：多目的ホール　　定　員：各回 10名
参加費：500 円

立体ちぎり絵体験 要予約

講　師：前田 孝子さん（立体ちぎり絵）
日　時：7 月 16 日（土）  ①10:00 ～ ②13:30 ～
会　場：多目的ホール　　定　員：各回 10名
参加費：500 円

和紙の花づくり 要予約

講　師：富代 幹枝さん（和紙の花ももよ草・とっとり）
日　時：7 月 17 日（日）  ①10:00 ～ ②13:30 ～
会　場：多目的ホール　　定　員：各回 10名
参加費：500 円

国指定重要文化財 仁風閣・宝扇庵（0857）26-3595

人気イラストレーター「伊吹春香」に学ぶ、
絵葉書の描き方講座

要予約

鳥取で話題の人気イラストレーターに絵葉書の描き方を学んでみましょう！

講　師：酒本 勇太さん（マジシャン）
日　時：7 月 24 日（日）  14:00 ～ 15:00
定　員：50 名　　参加費：300 円

ふしぎなマジック（手品）を体験してみよう！！
予約優先

（当日空いていたら可）

プロのマジシャンのいろいろな手品を見てみよう！

講　師：小塩 浩美さん（和雑貨のお店「和楽」）
日　時：8 月 7日（日）
　　　　①10:00 ～ 11:00  ②11:30 ～ 12:30
　　　　③13:30 ～ 14:30
定　員：各回 8名　　参加費：1,500 円

因州和紙とつまみ細工を使った
オリジナルの風鈴作り

展覧会関連事業  毛糸ポンポン「コウノトリの卵キーホルダー」づくり

ガラスに好きな絵を描き、鳥取の因州和紙をちぎって
短冊に貼り付け仕上げにつまみ細工の花をあしらって
オリジナルの風鈴を作ってみましょう！

講　師：椿 壽幸さん（気高町日光の人工巣塔設置者）・鳥取市あおや郷土館職員
日　時：7 月 9日（土）  10:00 ～　会　場：第 2展示室　参加費：無料

鳥取市あおや郷土館  （0857）85-2351

展覧会関連事業 ギャラリートーク
椿さんによる「コウトノリの営巣」のお話と、郷土館職員による展示解説を行います。

日　時：7 月 16 日（土）  9:00 ～ 12:00　　発　着：鳥取市あおや郷土館
定　員：15 名　　参加費：1,000 円

展覧会関連事業 ジオサイトバスツアー

要予約 ※7/2（土）より予約受付

要予約 ※7/15（金）より予約受付

要予約 ※7/3（日）より予約受付
バスに乗って、水尻池や日光池、大堤、鹿野断層などのジオサイトを巡ります。

講　師：横山 光さん（元小学校教諭）　　集合場所：鳥取市あおや郷土館
日　時：8 月 6日（土） 10:00 ～ 11:30　　会　場：青谷町内の河川
定　員：15 名　　参加費：無料

展覧会関連事業 水の生物観察

要予約※7/23（土）より予約受付

河川の生き物（魚・貝・昆虫・植物など）を観察します。

日　時：8 月 20 日（土）  ①9:30 ～  ②10:30～  ③14:00 ～  ④15:00～
会　場：第 1展示室　　定　員：各回 5名
参加費：100 円 要予約 ※8/6（土）より予約受付

毛糸で実物大のコウノトリの卵のキーホルダーを作ります。

鳥取市因幡万葉歴史館 （0857）26-1780

歴史講座「岡益の石堂と飛鳥（仮称）」
謎の石堂ともよばれる石造物“岡益の石堂”について、講師をお招きして解説
していただきます。

講　師：今家 美恵子さん
日　時：7 月 28 日（木）  ①10:00 ～ 11:30　②13:30 ～ 15:00
会　場：国府町コミュニティセンター　定員：各回 10名　参加費：700 円

子ども草木染め
奈良時代から行われていた草木染めの体験講座です。
色鮮やかな藍染めを楽しもう！

日　時：7 月 16 日（土）～ 8月 15日（月）　参加費：無料（要入館料）

まんれき！クイズラリー
館内や「万葉と神話の庭」をじっくり見学しながら、クイズ
を解いてみよう！ 万葉集や古代の歴史を学べるチャンス！

要予約

要予約

参加賞もあるよ

日　時：7 月 16 日（土）～ 8月 15日（月）
　　　　①９:30 ～  ②11:00 ～  ③13:30 ～  ④15:00 ～
定　員：各回８名　　参加費：500 円

まが玉づくり
古代のアクセサリー「まが玉」を作ります。削って、磨いて、
ビーズをつけて、オリジナルネックレスを完成させよう！

要予約

予約不要

予約不要

参加費：無料

日　時：7 月 18 日（月・祝）・7月 24日（日）
　　　　①9:30 ～  ②14:00～
会　場：第 1展示室
定　員：各回 10名
参加費：1,000 円

ジェルキャンドルで青谷の海を作ろう！
オーブン粘土で作った小物やビー玉、ガラス小物、貝殻、青谷海岸の砂を入れて
オリジナルのジェルキャンドルを作ります。

日　時：7 月 28 日（木）  ①9:30 ～  ②14:00～
会　場：第 1展示室
定　員：各回 10名
参加費：100 円

貝殻でウインドチャイムを作ろう！

要予約 ※7/14（木）より予約受付

青谷海岸の貝殻やビーズなどを使ってウインドチャイムを作ります。

日　時：8 月 10 日（水）  ①9:30 ～  ②14:00～
会　場：第 1展示室
定　員：各回 10名
参加費：300 円 要予約 ※7/27（水）より予約受付

麻糸で作った糸巻きボールや貝殻を使ってオリジナルのガーランドを作ります。

貝殻と糸巻きボールのガーランドを作ろう！

日　時：7 月 21 日（木）、8月 6日（土）  ①9:30～  ②13:30～
定　員：各回 8名　　参加費：800 円　　対　象：年中以上

鳥取市青谷上寺地遺跡展示館　（0857）85-0841

鏡の鋳造体験
溶かした金属を鏡の鋳型に流し込み、ぴっかぴかに磨いて鏡を作ろう！

講　師：藤本かおりさん（工房このか）　日　時：7 月 24 日（日）  ①9:30～  ②13:30～
定　員：各回 10名　　参加費：1,000 円　　対　象：小学校 3年生以上

自分だけの木製スプーンづくり
青谷上寺地遺跡からさじ（スプーン）が出土していることに
ちなんで、木を削って自分だけのスプーンを作ろう！

まが玉（完成品）

日　時：7 月 2日（土）・3日（日）  10:00 ～
会　場：エントランス
定　員：各日 100 名（先着）　　参加費：無料

鳥取市歴史博物館 やまびこ館  （0857）23-2140

おもてなしイベント
やまびこ館からのおもてなしをどうぞ！クイズラリーを実施します。

講　師：荒尾 純子さん（人形アニメーション作家）
日　時：8 月 21 日（日）  ①10:00 ～ 12:00  ②13:00 ～ 15:00
会　場：まなびのひろば　　定　員：各回 20名
参加費：500 円

ハンコづくり
オリジナルのハンコをつくろう！

講　師：石井 伸宏（当館学芸員）
日　時：7 月 24 日（日）  10:00 ～ 12:00
会　場：まなびのひろば　　定　員：20 名　　参加費：無料

おうちだにアカデミー「鎌倉時代の因幡」
ふるさとの歴史を学びましょう。

要予約

日　時：7月30日（土）・7月31日（日）
会　場：まなびのひろば・樗谿公園
定　員：10 名　　参加費：無料
※２日間かけて作業をしますので両日の参加を
　お願いします。

地図作り教室
地域地図作品展に出品できる地図作品をつくります。
夏休みの自由研究にもなります。

要予約

日　時：7月23日（土）
　　　　①10:00～12:00  ②14:00～16:00
会　場：まなびのひろば
定　員：各回 6名　　参加費：500 円

和本づくり
紙と紐で昔の本（和本）をつくります。

要予約

要予約

講　師：神谷 伊鈴（当館主事）
日　時：8 月 7日（日）  14:00 ～ 15:00  
会　場：まなびのひろば　　定　員：20 名　　参加費：無料

おうちだにアカデミー「夏休み企画：考古学講座」
昔の衣服やアクセサリーについてのお話です。

要予約

要予約

要予約

要予約

日　時：7 月 31 日（日）、8月 9日（火）・19日（金）
　　　　①9:30 ～  ②13:30 ～
定　員：各回 10名　　参加費：600 円　　対　象：年中以上

ジェルキャンドルで海を作ろう！
貝や砂、ビーチグラスを入れて青谷の海をイメージしたジェルキャンドルを作ろう！

日　時：7 月 27 日（水）  ①9:30 ～  ②13:30 ～
定　員：各回 10名　　参加費：300 円　　対　象：年中以上

ミニ土器づくり
粘土で小型の土器を作ろう！乾燥させて出来上がり。

要予約

要予約

日　時：8 月 3日（水）  9:30 ～　　定　員：10 名
参加費：300 円　　対　象：小学生以上

かごづくり
弥生時代の編み方を取り入れたかごを作ろう！

日　時：8 月 21 日（日）  ①9:30 ～  ②13:30 ～
定　員：各回 10名　　参加費：400 円　　対　象：年中以上

勾玉づくり 

要予約

要予約

※イベント・体験学習はすべて抽選となります。
　申込方法等詳しくは7月発行予定の青谷上寺地遺跡展示館チラシまたはホームページでご確認ください。
※小学校3年生以下は、保護者の付き添い・サポートをお願いします。

◀ホームページからの
　お申込はこちら

自分だけの
木製スプーンづくり

ジェルキャンドルで
海をつくろう！

かごづくり

勾玉づくり
ミニ土器
づくり

予約不要

 「あおや郷土館」「あおや和紙工房」
「青谷上寺地遺跡展示館」をめぐる
スタンプラリーです。どの館から
出発してもOK。各館でクイズに
答えてスタンプを押してもらい、
３個そろったらクジ引きをして
賞品をゲットしよう！

講　師：平勢 隆郎さん（東京大学名誉教授）
日　時：8 月 7日（日）（予定）  13:30 ～ 15:00
会　場：国府町コミュニティセンター　定員：40 名　参加費：無料

滑石という削りやすい石を使って勾玉を作ろう！

おうちだにワークショップ

おうちだにワークショップ

おうちだにワークショップ

夏休み工作イベント夏休み工作イベント

夏休み工作イベント夏休み工作イベント

夏休み工作イベント夏休み工作イベント

※予約は1ヵ月前より電話で受け付けます。

※予約は1ヵ月前より電話で受け付けます。

まが  たま

かっせき

こ  だに    み   え   こ

い  ぶき  はる か

さけもと  ゆう た

こ  しお　ひろ み

つばき としゆき

よこやま ひかる

ふさやす   す   み   え

まえ  た   たか こ

とみしろ  みき  え

あら  お  じゅんこ

いし  い   のぶひろ

かみたに　い  すず

おうちだにこうえん

いまいえ　み   え   こ

ひらせ　 たかお


